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１０月１５日現在における福井県嶺北の水稲の作柄は、全もみ数・登熟がそれぞれ平年

並みとなったことから、１０ａあたり予想収量は５２５ｋｇ(作況指数１００)となってい

ます。登熟は出穂期以降多照で推移したものの、高温による稲体の消耗がみられたことか

ら「平年並み」となりました。 

 

 ハナエチゼンは、田植後５月１０日から１３日にかけての低温により、初期生育が遅れ

た圃場が見受けられました。その後も幼穂形成期頃までは、平年と比較して若干遅れて推

移しました。出穂は７月１７日頃で、その後は高温多照で推移したことから出穂後の登熟

が早まりました。 

 今年度の倉前検査の上位等級比率は８６.７％(２３年８３.０％、２２年８３.５％、２

１年９１.８％)となりました。格落ち理由は依然としてカメムシによる斑点米が一番多く

なっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

コシヒカリにおいては、田植後５月下旬の天候に恵まれ田植え後の活着はおおむね良好

でした。その後の気温が平年よりやや低めに推移したことにより、草丈は平年を下回り、

幼穂形成期は２日程遅れました。 

出穂は８月４日頃で、高温登熟条件となったものの日較差が平年より大きく推移したた

め、今年度の倉前検査の上位等級比率は８４.１％(２３年６８.８％、２２年６６.５％、

２１年８４.２％)となり、前年と比較して改善しました。格落ち理由は、白未熟粒、斑点

米、胴割粒の順でした。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきさかりについても、田植後の生育は順調で茎数も充分確保されました。出穂は８月

７日頃で、収穫間際の９月１７日にフェーン現象が発生したことにより、刈取りの遅れた

圃場では胴割れが発生し、倉前検査上位等級比率は７５.９％(２３年７８.５％、２２年６

８.９％、２１年９４.９％)となりました。 

 




